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学習塾の講師の皆さん(右から仲野一樹先生、学習塾の講師の皆さん(右から仲野一樹先生、
津嶋恭平塾長、新田見典幸先生）津嶋恭平塾長、新田見典幸先生）

　

葛
巻
町
学
習
塾
は
、
葛
巻
高
校
の
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
勇
往
会
館
」
の
中
に

あ
り
、
今
年
度
は
葛
巻
高
校
生
の
約
８

割
に
あ
た
る
１
１
４
人
の
生
徒
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

　

午
後
５
時
、
学
校
の
授
業
や
部
活
を

終
え
た
生
徒
た
ち
が
、
次
々
と
塾
に
訪

れ
ま
す
。
講
座
や
自
習
前
の
ひ
と
時
、

生
徒
た
ち
は
講
師
や
友
だ
ち
と
会
話
し

た
り
、
休
憩
室
で
軽
食
を
食
べ
た
り
と
、

と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
す
。

　
「
い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
の
で
、

元
気
が
な
い
な
ど
普
段
と
様
子
が
違
う

と
す
ぐ
分
か
り
、
声
を
か
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」
と
津
嶋
恭
平
塾
長
は
一
人
ひ

と
り
の
生
徒
に
気
を
配
り
ま
す
。

　
生
徒
は
、
講
座
の
時
間
に
な
る
と
気
持

ち
を
切
り
替
え
、
机
に
向
か
っ
て
集
中
し

ま
す
。
塾
の
講
座
は
国
語
、
数
学
、
英
語
、

理
科
、
社
会
の
５
教
科
で
、
１
回
あ
た
り

90
分
。
受
講
科
目
や
回
数
は
、
生
徒
の
進

路
や
希
望
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
塾
は
全
て
個
別
指
導
で
、
生
徒
は
そ
れ

ぞ
れ
学
校
の
授
業
の
復
習
や
問
題
集
に

取
り
組
み
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と

講
師
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ま
す
。
津
嶋

ま
す
。
高
校
と
連
携
を
密
に
す
る
こ
と

で
、
個
々
の
生
徒
の
学
習
状
況
や
進
路

に
沿
っ
て
、
よ
り
き
め
細
や
か
に
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
体
制
で
す
。

　
大
学
入
試
を
控
え
て
い
る
下
野
光ひ

か
るさ

ん
（
３
年
）
は
、
毎
日
塾
に
通
っ
て
い

ま
す
。「
塾
は
静
か
で
集
中
で
き
、
勉

強
す
る
仲
間
が
い
る
の
で
励
ま
さ
れ
ま

す
。
移
動
時
間
や
待
ち
時
間
に
ス
マ
ホ

で
学
習
で
き
る
映
像
学
習
も
便
利
で

す
」
と
塾
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
意
欲
的

に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

就
職
試
験
対
策
で
塾
を
利
用
す
る
上
野

蹴し
ゅ
う
た太

さ
ん
（
２
年
）
は
、 「
塾
で
苦
手

だ
っ
た
英
語
の
勉
強
時
間
を
増
や
し
た

ら
、
前
よ
り
成
績
が
上
が
り
ま
し
た
。
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あ
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、
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し
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通
っ
て
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ま
す
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ま
し
た
。

　
塾
と
し
て
、
進
学
率
や
進
路
達
成
率

な
ど
の
目
標
は
あ
り
ま
す
が
、
最
も
大

切
に
し
て
い
る
の
は
『
自
立
心
を
持
っ

た
生
徒
を
育
て
る
』
こ
と
だ
と
い
い
ま

す
。
津
嶋
塾
長
は
「
生
徒
は
塾
で
勉
強

し
た
こ
と
で
満
足
し
が
ち
で
す
が
、
学

力
向
上
の
た
め
に
は
家
庭
で
も
同
じ
よ

う
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
生
徒
が
家
庭
で
主
体
的
な
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私

た
ち
の
役
割
で
す
」
と
力
強
く
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　
葛
巻
町
学
習
塾
は
こ
れ
か
ら
も
、
葛

巻
高
校
生
の
学
び
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

1教室の個別指導2講座のな
い日も利用できる自習室3家
族に塾に来た連絡が入る入退
室管理システム4希望者に提
供される軽食5生徒が自由に
利用できるコピー機6軽食を
食べたり談笑できる休憩室

塾
長
は
、「
生
徒
た
ち
は
学
習
へ

の
目
的
意
識
が
高
い
で
す
。
質

問
が
明
確
な
の
で
、
講
師
も
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
に
ア
ド
バ
イ
ス
で

き
ま
す
が
、
私
た
ち
は
問
題
の

答
え
は
教
え
ま
せ
ん
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生
徒
が

自
分
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
助

言
し
ま
す
」
と
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が
掲
げ
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「
自

学
自
習
」
の
指
導
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を
徹
底

し
て
い
ま
す
。

　

塾
で
は
月
に
１
回
、
生
徒
の

学
習
状
況
に
つ
い
て
葛
巻
高
校

の
先
生
と
情
報
交
換
を
し
て
い

葛巻高校生を支援する町の奨学金制度について

▶対象者　
　葛巻町出身者で葛巻高等学校を卒業し、国公立大
学に入学する学生
▶奨学金の額
　①修学費　　　  50,000円（月額）
　②入学支度金　100,000円
▶貸与期間
　大学の正規の最短修学年限
▶償還期間（卒業後１年間据え置き）
　８年以内
▶償還利息
　無し
問こども教育課
　☎66-2111内線272

　故三浦梧樓氏からの寄付で造成された基金による
奨学金です。経済的な理由により国公立大学に進学
が困難な人に対し学資を貸与します。

三浦梧樓育英奨学会三浦梧樓育英奨学会
国公立大学進学希望者向け国公立大学進学希望者向け

▶対象者　
　葛巻高等学校に入学する生徒および葛巻高等学校
を卒業し、大学に入学する学生
▶奨学金の額
　①葛巻高等学校入学者    14,000円（月額）
　②大学修学者　　　　　 50,000円（月額）
▶貸与期間
　高等学校、大学の正規の最短修学年限
▶償還期間（卒業後１年間据え置き）
　①葛巻高等学校修学資金の貸与　 ８年以内
　②大学への修学資金の貸与　　　10年以内
　③高等学校、大学の通算の貸与　12年以内
▶償還利息
　無し
問葛巻高等学校事務室☎66-2624

　経済的な理由で葛巻高等学校への修学および葛巻
高等学校を卒業し大学への修学が困難な人に学資を
貸与します。

葛巻育英奨学会葛巻育英奨学会
葛巻高校進学および大学進学希望者向け葛巻高校進学および大学進学希望者向け
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　町では、葛巻高校生の修学にかかる費用や、葛巻高校から大学に進学す
る場合の学費を支援するため、独自の奨学金制度を設けています。詳しく
はお問い合わせください。


